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牛頸山（うしくびやま） 

牛頸東峰・牛頸山・牛頸北峰・石坂山・足洗峰 

福岡県 大野城市  ２０２５年 １月２３日 

 

縦横無尽の登山道・アートの山 

牛頸山山頂から福岡市街地を遠望 

 

本日のコース ＜全行程 ４時間２２分＞ 

足洗川林道入口 ８：４２ → 牛頸山入口（青い鳥コース） ９：０７ → 展望石 ９：２８ →  

牛頸山東峰 ９：５０ → 牛頸山山頂 １０：１７ → 天狗鼻海望台 １０：３６ →  

牛頸北峰  １０：５７ → 植林伐採地 １１：１６ ＜昼食＞ １１：４９ → 石坂山登山口 １２：０１ → 

石坂山 １２：１２ → 足洗峰 １２：２２ → 足洗川林道（足洗峰・石坂山入口） １３：００ →  

足洗川林道入口 １３：０４ 

 

今回は福岡県大野城市に位置する牛頸山（うしくびやま）に挑戦した。その名前を聞く限り、あ

まり気持ちがいいものではない。その名前の由来は諸説あるが、「筑前国続風土記」によると、

平野神社西方の山の形が発祥だとされているとのこと。今回は地元のＵ師匠の道案内でスト

レスなく順調に歩くことが出来た。しかしながら、この山の登山道は歩くにつれて道標・支線・

分岐が沢山出てきて、初めて歩く登山者は道迷いに注意が必要だと思った。 
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足洗川林道入口に車を停めた  ８：３０ 

 

 

足洗川林道入口  ８：４２  ゲートを越えてスタート 
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先ずはたくさんの落葉を踏み締めて林道を歩く  ８：４８ 

 

 

牛頸山入口（青い鳥コース）  ９：０７  林道を２０分程歩くと青い鳥コースの入口がある 
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青い鳥コースに入ると急登が待っていた 

 

展望石  ９：２８ 

 

 

 

牛頸山東峰  ９：４５  ３８１ｍ 
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牛頸山方面を見上げる  ９：４７ 

 

 

 

牛頸東峰山頂碑（気温は１１℃） 

今日は総勢５人での山歩き。ワイワイ話しながら歩いていると時間を忘れてしまう。 

次は本日の第一目標である牛頸山を目指す！ 
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牛頸山と牛頸北峰との分岐  ９：５７  牛頸山を目指す！ 

 

 

一旦林道に出るが、横断してまた登山道へ！  １０：００ 
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休憩場所、分岐、山頂など随所に手づくりアート作品 

 

 

お花畑ではミツマタが開花を迎えようとしていた 
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牛頸山（うしくびやま）山頂  １０：１７  ４４７ｍ 

 

 

牛頸山山頂で全員集合の記念撮影 

山頂には、おみくじ、ブランコ、自由ノートなどがあり、常連さんが趣向を凝らしているようだ。 

山頂で休憩したが、ランチには少し早いので先に進むことにした。 
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天狗鼻海望台  １０：３６  遠くに海が見える 

 

 

面白い天狗の看板が目立っていた。 
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天狗鼻海望台 

ここから突き出た尾根が鼻先 

北西、能古島の上の玄海島が兜巾（ときん） 

（兜巾とは修験者が額に付ける尖頭円型の被り物） 

」 

牛頸村の伝説「天狗の鞍掛の松」 

ある日、馬に乗った武士が、上大利から牛頸方面の稲の出来具合を検査するため、この道をや

ってきました。それを見た天狗さんが、八ツ手の団扇でサッとひとあおぎすると、武士は馬か

らころりと吹き飛ばされてしまいました。次に団扇でおいでおいでをすると、馬の鞍はひとり

でにはずれて空に舞い上がり、天狗のいる松の木の上にストンとひっかかりました。武士の真

似をして鞍にまたがった天狗さんは大喜びです。 

大野城市ホームページ「おおのじょうの伝説」より 

（貼り紙表示より） 

 

水分補給後、次は北峰を目指す！ 
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牛頸北峰  １０：５７ 

山頂の木に何故かハシゴがかけてある。上ってみようとしたら壊れていた。 

 

 

牛頸北峰山頂碑  ４１０ｍ 

 

そろそろお腹が減ってきた。ランチ場所を探しながら歩いて行くと・・・。 
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広い植林地帯に飛び出した。この一帯はたく

さんの木が伐採されていた。そして、その跡

には檜の苗木が植えられていた。 

こうやって森がまた再生していくのだが、そ

の年月は 50年単位となる。その間の維持

も大変だと思った。  

 

 

植林伐採地 １１：１６ ＜昼食＞ １１：４９ 

ポカポカ陽気の中でランチタイム 
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背振山の稜線を眺めながら食後のコーヒータイム：至福の時間 

 

昼食後は下山のつもりだったが、まだまだ皆さん元気だったので、「石坂山も行ってみません

か？」とＵ師匠の提案があり、全員賛成でもう少し歩くことにした。 

 

 

  

石坂山登山口  １２：０１ 

牛頸山ならお任せ、勝手知ったるＵ師匠 
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石坂山  １２：１２ 

 

 

石坂山山頂碑 

 

そしてそしてまた次のピークへ 
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足洗峰  １２：２２ 

 

 

 

足洗峰山頂碑 
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足洗峰の山頂に木の枝を利用した「鳥のアート作品」 

 

 

ここからは下山となるが、ここから少し急坂を下ることになる。用心、用心！ 
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ロープを掴みながらゆっくりゆっくり下る  １２：４０ 
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登山道に落ちていた「カクレミノ」の葉 

 

 

ペンギン石を通過  １２：５１ 

ヒヨコに見えるのは私だけだろうか？(笑) 
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足洗川林道（足洗峰・石坂山入口）  １３：００ 

 

 

足洗川林道入口  １３：０４  ゴール 

 

４時間２２分の山歩きが無事に終了 

低山ながら５座を縦走！ 

スマホの歩数計は 1０６８３歩。Ｔ師匠、Ｕ師匠、Ｔ井ご夫妻お世話になりました。 

お疲れさまでした。   


